
手づくり感と心 大切に

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

歌
と
朗
読
、散
策
で
春
を
楽
し
む

来
月
１
日

は
ち
り
ゅ
う
の
も
り
音
楽
館

第
�
回
旭
野
吹
奏
楽
演
奏
会

�
日

尾
張
旭
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル
で

「マ
イ
花
壇
」利
用
者
を
募
集
中

森
林
公
園

５
月
１
日
か
ら
１
年
間
無
料

                     

                     

                     

                     

「
良
縁
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
で
〝
運
命

の
赤
い
糸
〟
を
見
つ
け
た
カ
ッ
プ
ル

良
縁
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
春
日
井
市
勝
川
町
四

ノ
二
三
八
　
パ
テ
ィ
オ

Ⅲ
一
〇
一
　
　
　
　
　

　
見
合
い
か
ら
成
婚
ま
で
、

温
か
く
見
守
り
育
て
て
い
く

と
い
っ
た
〝
手
づ
く
り
感
〟

と
〝
心
〟
を
大
切
に
し
、
良

縁
結
び
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
結
婚
相
談
所
。

　
春
日
井
市
商
工
会
議
所
会

員
で
、
設
立
は
一
九
九
〇

（
平
成
二
）
年
一
月
。
「
婚

活
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
す

る
ほ
ど
、
結
婚
に
関
し
て
意

識
的
な
活
動
が
必
要
と
な
っ

て
き
た
時
代
に
合
わ
せ
、
脱

サ
ラ
で
始
め
た
と
の
こ
と
。

　
以
前
は
使
っ
て
い
た
パ
ソ

コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
を
や
め
、

自
己
紹
介
書
を
利
用
者
に
手

書
き
し
て
も
ら
う
ほ
か
、
面

談
に
は
し
っ
か
り
時
間
を
か

け
て
対
応
。
成
婚
ま
で
無
期

限
の
〝
お
世
話
〟
も
好
評
の

理
由
な
の
だ
と
か
。

　
「
心
の
時
代
を
意
識
し
、

手
づ
く
り
の
良
さ
を
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
代
表
を
務
め
る
中
西
達
矢

さ
ん
�
�
。
ま
た
「
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
個
人
営

業
で
、
入
会
を
強

く
勧
め
る
こ
と
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

予
約
の
上
、
ぜ
ひ

気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
」
と
も
。

　
木
曜
定
休
。
営

業
時
間
は
午
前
十

時
―
午
後
七
時
。

☎
０
５
６
８
（�
）

０
３
９
７
。

　
本
コ
ー
ナ
ー
（
応
募

時
で
二
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
対
象
）
で
は
受
け

付
け
順
に
全
て
の
方
を

紹
介
し
、
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
は
、
件
名
に

「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、

本
文
に
①
か
ら
⑧
、
写

真
デ
ー
タ
を
添
付
し
て

＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＠

ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

（
携

帯
の
絵
文
字
は
使
用
不

可
で
す
）
＝
へ
。
画
質

に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

早
川
　
蓮
兜
く
ん

（
は
や
か
わ
・
れ
ん

と
）
Ｈ
�
・
�
・
�

生
ま
れ
＝
川
上
町
＝

　
▽
元
気
い
っ
ぱ
い

の
〝
や
ん
ち
ゃ
く

ん
〟
で
す
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

さまざまなジャンルの曲目と演出が毎回好評

親子で楽しみたい…といった人にも「マイ花壇」

白
樺
八
�
さ
ん

八竜リバティーバンド

湿地の春を告げるハルリンドウ

　
恒
例
、
世
代
を
問
わ
ず
楽
し

め
る
―
。
旭
野
高
校
の
「
第
�

回
旭
野
吹
奏
楽
演
奏
会
」
が
二

十
四
日
（
土
）
、
尾
張
旭
市
文

化
会
館
＝
同
市
東

大
道
町
山
の
内
二

四
一
〇
ノ
一
一
＝

文
化
会
館
ホ
ー
ル

で
催
さ
れ
る
。

　
同
校
音
楽
部

と
、
そ
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
ら
「
あ
さ
ひ

の
ブ
ラ
ス
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」
が
出

演
。
今
回
は
「
吹

奏
楽
の
た
め
の
第

１
組
曲
　
変
ホ
長

調
」
や
「
ｓ
ｅ
ｌ

ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ

　
ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
　
Ａ

Ｌ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｉ

Ｎ
」
、
「
昭
和
ア
イ
ド
ル
メ
ド

レ
ー
」
ほ
か
を
披
露
す
る
。
午

後
一
時
半
開
演
、
同
一
時
開

場
。

　
音
楽
部
部
長
の
中
藤
里
菜
さ

ん
（
二
年
）
は
「
部
員
が
一
丸

と
な
り
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
世
代
を
問
わ
ず
楽
し

め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
入
場
無
料
、
全
自
由
席
。
問

い
合
わ
せ
は
旭
野
高
校
・
音
楽

部
顧
問
の
江
上
さ
ん
＝
☎
０
５

６
１
（
�
）
５
２
０
０
＝
へ
。

　
春
の
喜
び
を
感
じ
る
―
。
コ

ン
サ
ー
ト
「
オ
ト
と
コ
ト
バ
と

ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
」
が
四
月
一
日

（
日
）
、
は
ち
り
ゅ
う
の
も
り

音
楽
館
＝
大
森
八
龍
一
ノ
一
〇

二
＝
で
開
か
れ
る
。
午
後
二
時

開
演
、
同
一
時
半
開
場
。

　
歌
と
朗
読
、
貴
重
な
植
物
の

観
察
で
春
の
一
日
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
企

画
。
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
や
コ
バ
ノ

ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
見
ら
れ

る
八
竜
緑
地
散
策
（
雨
天
中

止
）
は
専
門
の
ガ
イ
ド
が
案
内

し
、
午
後
一
時
か
ら
催
さ
れ

る
。ま

た
〝
オ
ト
と
コ
ト
バ
〟
に

は
、
守
山
区
を
拠
点
に
広
く
活

動
し
て
い
る
「
八
竜
リ
バ
テ
ィ

ー
バ
ン
ド
」
（
歌
・
演
奏
）
、

白
樺
八
�
さ
ん
（
朗
読
・
歌
）

が
出
演
す
る
ほ
か
、
木
須
康
一

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
も
登
場
。
春

に
ち
な
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数

々
を
繰
り
広
げ
る
。

　
入
場
料
三
千
円
（
当
日
三
千

五
百
円
）
。
「
小
さ
な
ホ
ー
ル

で
す
。
予
約
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
」
と
主
催
す
る
は
ち
り

ゅ
う
の
も
り
音
楽
館
。
問
い
合

わ
せ
・
予
約
は
同
館
の
山
口
さ

ん
＝
☎
（
７
９
８
）
２
０
０
７

＝
へ
。

　
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居

五
一
八
二
ノ
一
＝
で
は
、
花
や

土
い
じ
り
が
大
好
き
だ
け
ど
自

分
の
庭
が
な
く
て
…
と
い
っ
た

人
に
向
け
た
「
マ
イ
花
壇
」
を

無
料
で
貸
し
て
お
り
、
利
用
者

を
募
集
し
て
い
る
。

　
利
用
で
き
る
の
は
、
五
月
一

日
か
ら
来
年
四
月
三
十
日
ま
で

の
一
年
間
。
植
物
園

南
門
を
入
っ
た
園
路

沿
い
に
あ
り
、
二
×

五
㍍
の
広
さ
で
全
二

十
区
画
。
ま
た
一
年

を
通
じ
て
優
秀
だ
っ

た
花
壇
に
は
、
同
園

か
ら
の
表
彰
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　
申
し
込
み
締
め
切

り
は
三
月
三
十
一
日

（
土
）
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
植

物
園
へ
の
入
園
に
は

大
人
一
人
二
百
十
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）
が
必
要
で
、
「
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト
二
千
百
円
が
便

利
で
、
お
得
で
す
」
と
同
園
担

当
者
。

　
申
し
込
み
方
法
を
は
じ
め
、

問
い
合
わ
せ
は
森
林
公
園
案
内

所
＝
☎
０
５
６
１
（
�
）
１
５

５
１
＝
へ
。

　
◇
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
と
あ
そ
ぼ

う　
�
日
（
水
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
子
育
て
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ち
ゅ
う
り
っ

ぷ
」
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
な

ど
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
お
は
な
し
会

　
�
日
（
木
）
後
４
―
４
・

�
、
�
日
・
�
日
（
土
）
後
２

・
�
―
３
、
守
山
図
書
館
☎

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
絵
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
。
幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無

料　
◇
お
も
ち
ゃ
病
院

　
�
日
（
金
）
前
�
―
正
午
、

守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
☎

（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ど
ん
ぐ

り
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
壊
れ
た

お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
一
般
対

象
。
無
料
（
部
品
代
の
み
実

費
）

　
◇
ナ
イ
タ
ー
児
童
館
☆
フ
レ

ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム

　
�
日
（
金
）
中
学
生
＝
後
５

―
７
、
高
校
生
＝
後
５
―
８
、

守
山
児
童
館
☎
（
７
９
６
）
１

５
０
１
。
友
達
と
の
お
し
ゃ
べ

り
、
卓
球
や
学
校
の
宿
題
を
す

る
な
ど
好
き
な
こ
と
を
し
て
過

ご
す
場
所
と
し
て
。
中
学
生
・

高
校
生
対
象
。
無
料

　
◇
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
フ
ェ
ア

　
�
日
（
土
）
―
�
日
（
日
）

前
９
―
後
４
・
�
、
東
谷
山
フ

ル
ー
ツ
パ
ー
ク
☎
（
７
３
６
）

３
３
４
４
。
イ
チ
ゴ
を
ぜ
い
た

く
に
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
、
イ
チ

ゴ
の
販
売
な
ど
。
※
�
日
（月
）

は
休
園
日
。
一
般
対
象
。

　
◇
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
や
っ

と
か
め
」

　
�
日
（
土
）
前
�
―
�
・

�
、
守
山
福
祉
会
館
☎
（
７
９

３
）
６
３
３
０
。
認
知
症
の
人

の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て
、
喫

茶
や
相
談
、
情
報
交
換
な
ど
の

催
し
。
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
・
友
人
対
象
、
時
間
内
は
出

入
り
自
由
。
無
料

　
◇
道
草
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
�
日
（
水
・
祝
）
前
�
―
正

午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新

居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物
園
内

展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６
１

（
�
）
１
５
５
１
。
花
や
虫
、

鳥
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
緑
の

中
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
一
般
対

象
。
当
日
受
け
付
け
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と

し
て
大
人
一
人
二
百
十
円
要
）

　
◇
手
芸
広
場

　
�
日
（
土
）
前
�
―
正
午
、

守
山
区
社
会
福
祉
協
議
会
☎

（
７
５
８
）
２
０
１
１
。
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
手
芸
を
楽

し
む
催
し
。
一
般
対
象
。
無
料

　
◇
昔
ば
な
し
の
お
は
な
し
会

　
�
日
（
土
）
後
２
―
３
、
志

段
味
図
書
館
☎
（
７
３
６
）
６

９
０
７
。
昔
話
を
題
材
に
し
た

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
や
紙
芝

居
、
落
語
な
ど
の
お
は
な
し

会
。
幼
児
―
一
般
対
象
。
無
料

　
◇
春
の
い
け
花
展

　
�
日
（
日
）
前
�
―
後
４
、

守
山
区
役
所
講
堂
。
※
問
い
合

わ
せ
は
区
役
所
地
域
力
推
進
室

☎
（
７
９
６
）
４
５
２
７
へ
。

守
山
区
華
道
連
盟
所
属
の
教
授

者
社
中
に
よ
る
生
け
花
展
示
。

呈
茶
（
有
料
、
後
３
ま
で
）
も

あ
り
。
一
般
対
象
。
無
料

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

数
知
れ
ぬ
真
砂
の
や
う
な
糠
星

に
ひ
と
き
は
明
る
那
覇
の
星
空

　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
広
子

オ
リ
オ
ン
を
探
し
あ
ぐ
ね
し
子

と
共
に
草
生
に
坐
せ
し
日
の
遥

か
な
り
　
　
　
　
菊
池
　
隆
子

名
も
知
ら
ぬ
星
座
の
ひ
か
り
見

あ

け

む

上
げ
て
は
日
ご
と
歩
い
た
明
六

つ
の
道
　
　
　
　
中
村
不
早
子

な
り

北
斗
星
ひ
し
ゃ
く
の
態
と
父
言

へ
ど
そ
う
と
思
へ
ぬ
七
つ
の
吾

は
　
　
　
　
　
　
松
原
　
弘
子

こ
の
星
に
棲
む
人
間
の
六
割
が

ト
イ
レ
な
し
と
ふ
バ
イ
オ
ト
イ

レ
急
げ
　
　
　
　
高
橋
　
正
幸

乙
女
座
の
星
座
の
も
と
に
生
ま

れ
し
子
優
し
す
ぎ
る
は
そ
れ
ゆ

え
な
の
か
　
　
　
森
　
　
勝
子

登
攀
で
は
北
極
星
で
位
置
知
れ

と
利
尻
の
宿
主
そ
の
技
示
す

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
静
子

救
急
車
遠
の
き
て
ゆ
く
夜
の
更

け
を
お
笑
ひ
番
組
の
笑
ひ
響
け

り
　
　
　
　
　
　
岩
田
佐
智
子

駅
ま
で
の
道
い
ま
遠
し
若
き
頃

厭
は
ざ
り
し
に
齢
重
ね
て

　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
繁
子

独
り
身
の
暮
し
賢
き
お
ぢ
い
さ

ん
弁
当
に
サ
ラ
ダ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
を
買
ふ
　
　
　
柴
崎
　
郁
子

氷
水
味
わ
い
な
が
ら
日
記
帳
記

せ
る
今
日
は
孤
独
を
ほ
ど
く
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〔２〕２０１８年（平成３０年）３月１０日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                                         


